



























( 1)観光の資源・テーマ、 (2)想定するマーケット、 (3)宣伝・プロモーション、
(4)ステークホルダ一、 (5)実施組織、 (6)観光振興における重要・留意事項





















































































































多数の対象者に届くことが多いため、情報の上流という意味で Abovethe line (ATL) と
称される。それに対し、 SP広告と呼ばれている駅や電車内にある交通広告・フリーペー
パーなどは、直接相手にアクションを起こしてもらうことに結び付ける効果が期待できる。


















































実際の撮影は 2017年 1月 13日、館林市内 6箇所を訪問して撮影を行った(撮影機材:
iPhone、一眼レブ、ミラーレスカメラ)。最終的に、目的に沿う内容へと編集し、作成し
た動画 2編(各 1分)を館林市商業観光課に提出した。動画は、静止画だけでは伝わらな
い雰囲気や音声を活かした、地域の魅力を発信できる大きな手段であると考える。
5. おわりに
本年度は、まず有識者会議による提言作成に向けた作業を行った。館林のプランディン
グ、そのための観光資源・テーマについての絞込・活用方法を検討するとともに、来訪行
動の段階ごとに施策の落とし込みとして花観光を例に行った。
さらに、産業観光について事例調査などから館林市への適用時の留意点を明らかにする
とともに、情報発信ではプロモーション用の動画 2編を作成した。今後の課題として、こ
れらを取りまとめるとともに、さらにコンテンツの拡充、整備を行い、表 1に示した施策
を観光資源・テーマ別に充実させることがあげられる。
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